
「協働のまちづくり事業」
アイデア募集 意見、提案等検討結果説明シート

整理番号 10

更新日時 平成30年3月28日

件
　
名

高齢者の健康増進支援プロ
グラムの実践

目
　
的

高齢者の健康寿命アップは、住みやすい岩美町に繋げるだけではなく、岩美町の介護保険料の減
額にもつながる。そのポイントは高齢者が外出する機会を作り、動き・集い・語ることが脳トレ・筋トレ
に繋がり、健康寿命の観点から重要である。この事を町内に拡充すべく岩美町は、支援プログラム
の拡大や高齢者が満足感を得るような経済的支援を実施する。波及効果として、高齢者は自らその
行動に拍車をかけると期待できる。

主管課 健康長寿課

電話番号 0857-73-1322

内
　
容

（1）高齢者元気マイポイント事業　現状の健康マイポイント事業とは別に、高齢者のみを対象とした「高齢者元気マイポイント事業」を併設し高齢者が容易に参加できる仕組み
づくりにする。「高齢者元気マイポイント事業」は”いわみいきいきガイド”に掲載している活動も対象としてそのポイントを付加する。
（2）独居生活から集合生活への支援プログラム実践　一人暮らし高齢者の増加に伴い、安全安心の確保、孤立化の防止、地域活動の活性化によるコミュニティーの再構築を
促進する必要があると言われている。この課題への対応として、以下の支援プログラムを実践することが卓効となる。
①独居生活者の集合食事支援　社協が行っている弁当配達を有効に活用すべく、独居生活の方が1カ所に集まる集合食事方式に変更し、食後に健康づくりの催しも行う。≪波
及効果≫外出による体力づくり、会話・情報収集による脳トレに寄与する。また、食事配食者である民生・児童委員の負担軽減になる。②空き家を活用した高齢者向けシェアハ
ウスへの経済的支援と健康支援　高齢者の独居生活の安全安心を確保するには、独居生活者同士が一つの屋根で生活し、お互いが確認することで安心安全を担保できる。
町は空き家を高齢者向けシェアハウスに改築し、高齢者が入居することで生活費の軽減措置と安全安心面の構築やコミュニティーの形成を支援する
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(1)実施しない　現行のマイポイント事業で応募者のうち高齢者の方は77％に達しており、目的である検診を受けるきっか
けとなるよう、内容を拡充し、周知・啓発に取組むこととし、別に高齢者のみを対象としたポイント制度を新設することは考
えていません。また、”いきいきガイド”に掲載している活動も含めてポイント対象としておりますが、今後のチラシ等には対
象であることを明記致します。
(2)①引き続き検討する　集合食事方式は現在、月２回の配食と合わせて、年1回程度取り組んでいる地区が４地区ありま
すが、会食だと参加されない方もあります。集合食事方式は外出機会の創出やボランティアの労力軽減などメリットもある
ので町としても推奨するところですが、実施する地区ボランティアや社協・民生児童委員とも協議しながら促進していきた
いと考えています。
(2)②引き続き検討する　空き家の高齢者シェアハウスについては、独居高齢者の中には病気・災害時など一人暮らしに
不安を抱いているものの、できるだけ自宅での生活を望んでいると考えられます。シェアハウスの需要等も考慮し、今後施
策の実施について検討します。
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　主管課の検討どおりとします。
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　主管課の検討どおりとします。

事業費 0千円

実施しない

財源内訳
（千円）

目

引き続き検討する

その他
一般財源

事
　
業
　
概
　
要

・いわみ健康マイポイント　健康づくり推進事業のうち　199千円（内訳：記念品・賞品125千円　消耗品費50千円　郵券代24千円）
　　Ｈ29より拡充した内容　記念品500円→1,000円　賞品3,000円→5,000円相当
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